
 

 

 

「日野町地域おこし協力隊」募集要項 

 

 

少子高齢化が進行し、地域の活力が失われつつあるこの町を「地域おこし協力隊」の新しい力

を借りながら活性化の足掛かりをつかみ、地域の力を維持・強化するため「日野町地域おこし協

力隊」を募集します。 

 

 

１．鳥取県日野町の紹介 

 日野町は、鳥取県南西部の中国山地の山間に位置する東西２０km、南北１２．５km、総面積１

３３．９８㎢の町です。町の中央を一級河川日野川が流れ、町の周囲は岡山県新見市、鳥取県江

府町、伯耆町、日南町に接しています。 

 かつては、日本の近代化を支えた「たたら製鉄」による鉄の主産地であり、その痕跡を数多く

残し、また「出雲街道」の宿場、交通の要所として栄え、国道１８０号、１８１号、ＪＲ伯備線

が町の中央を走っています。近隣都市の米子市までは車で約４０分、大阪、広島までは約３時間

程度です。 

 町の主な産業は農林業で、清流に育まれた日野米を主として、ソバ、白ネギ、シイタケなどの

ほかスズハラ餅なども特産として有名です。 

 主な観光資源は県と町の鳥に指定されている「オシドリ」、全国で一つしかない縁起の良い名前

を持つ「金持神社（かもちじんじゃ）」などが有名で、近年では地域の歴史文化や自然を楽しんで

もらうエコツーリズムも盛んになりつつあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．地域おこし協力隊募集の具体的内容 

業務概要 高齢者の生活支援   

【 活動支援（活動拠点）団体：「菅福元気邑」 】 

 

○上菅地区を主な活動拠点とし、「なんでもお助け隊」として高齢者の生活

の支援を行いながら、将来の自分の姿を模索します。 

≪活動例≫ 

①住民の生活支援 

・買い物支援 

・困りごとなど訪問声かけ話し相手支援 

・除雪支援 

②地域おこしの支援 

・地域行事への参加、協力 

・地域交流の場の企画・運営（映画会、週末カフェ など） 

・地域産材を使用した特産品の製造・販売など 

③地域に伝わる伝統行事の復活伝承 

④農業 

・農業研修、農作業手伝い 

 

 上記活動を含め、活動支援団体である「菅福元気邑」の活動（豆腐、味噌

作りなど）にも携わっていただきます。 

 

≪協力隊卒業後の姿≫ 

○中山間地域の高齢者の生活支援を展開 

・何でも屋、便利屋、見守り活動など 

○農業６次産業の取り組み 

雇用形態・期間 （１）地域おこし協力隊（非雇用型）として日野町長が委嘱する。 

   ※町との雇用関係はありません。 

（２）活動支援団体を活動拠点とする。 

（３）委嘱期間は委嘱の日から令和７年３月３１日までとする。 

（以降１年ごとに更新可、最長３年間） 

（４）活動時間：１日８時間、月２０日程度（１６０時間／月） 

（５）報償費 １６６，６００円／月を支給する。 

福利厚生 ○町との雇用関係はありませんので健康保険料、国民年金等は隊員負担にな

ります。 

○住居は町または活動支援団体が指定した住宅に入居していただきます。 

○生活に必要な物品、光熱水費等は隊員負担です。 

募集対象 次に掲げる要項をすべて満たす方。 

（１）年齢：１８歳以上４０歳未満 

（２）性別：不問 

（３）居住地要件（現在お住まいの住所地）： 



○３大都市圏内の都市地域、政令指定都市または地方都市（過疎、山村、離

島、半島などの条件不利地域に該当しない市町村）にお住まいで、活動期間

中、日野町に住民票を移動し居住することができる方 （居住地要件につい

て詳しくはお問い合わせください）。 

（４）資格等： 

○普通自動車免許を所持されている方。 

○心身ともに健康な方で任期終了後に日野町に定住し将来の生計を立てるこ

とに意欲的な方。 

募集人員 １名 

募集期間 毎月末を締切とし、定員になり次第募集を終了します。 

受付期間 随時受付 

応募手続 （１）提出書類 

○鳥取県日野町「地域おこし協力隊」応募用紙 様式（１）～（３） 

○運転免許証のコピー 

選考方法 ○１次選考（書類選考） 提出された書類により選考、結果は文書で通知 

○２次選考（面接） １次選考合格者に対し実施、面接会場は日野町役場 

申込問い合わせ

先 

〒６８９−４５０３  

鳥取県日野郡日野町根雨１０１番地  日野町役場 企画政策課 

ＴＥＬ ０８５９−７２−０３３２ ＦＡＸ０８５９−７２−１４８４ 

E-mail kikaku@town.tottori-hino.lg.jp 

件名に「地域おこし協力隊」と入力してください。 

 


